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仕事で福島に出張した際、酸素部会部会長の幸栄運輸相澤さんが迎えに来て下さり、福島県いわきから高速道路に

乗り広野町近くで下車、海沿いを通る国道6号の広野町から浪江町まで、震災から復興したと言われる福島の現状、影

とされる部分の話をしながら案内して下さいました。

まずびっくりしたのが、茨城県つくばからある高速道路常磐道の福島県内に放射線量を示すデジタルの掲示板が所々

にあった事です。

今もなお常磐浪江インター付近の放射線量が1.9マイクロシーベルト(数時間外にいると、かなり人体に影響を及ぼすレ

ベル) 、少し離れた所でも1.0マイクロシーベルト、かなり離れた所でも0.5マイクロシー

ベルトもあります。

常磐道は国道6号よりも少し山側を走っており、除染作業が進んでいない所がまだ

まだあるとの事でした。

その後案内していただいた双葉町の福島第一原発近くにある東日本原子力災害

伝承館近辺は0.05マイクロシーベルトでした。相澤さんも初めて来られたそうで、この

あたりは除染作業が進んでいるんだろうとの事でした。福島第一原発近辺でもこん

なに放射線量の違いがある事、除染作業が進んでいない地域が震災から11年たっ

た今でもまだまだあるという事、除染土壌を運ぶダンプや平ボディのトラックが震災

当初よりは減ったものの、今もなお頻繁に走行していると言う事を教えて頂きました。

大阪で見聞きするニュース等では、わからない今の現状に驚きました。

国道6号の大熊町、浪江町近辺を走行している時、お店や民家などはあるのに「人

影がないなぁ」と思っていたら、お店は全て閉まっていて、今なお放射線量が強く、車で通過するのは大丈夫だが人は

外に出てはいけない地域だということに驚きました。その光景を見ていると、原発

事故の恐ろしさを改めて実感するのと同時に、この現場に来ないと知り得ない、

11年たった今の福島復興の影を感じました。

元々住んでいたこの町に、戻ってきたくても戻れない現状、戻ってきてもらうた

めに復興を進めている行政、11年経った今でもこの状況ならば、あと10年20年30

年経過し、どれくらい復興が進むのか、誰にもわからない現状に凄く悲しい気

持ちになりました。
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福島県双葉町にある東日本原子力災害伝承館は、震災前から震災直後の福島、福島第一原発事故後の県民の

方の現状、様々な資料動画などニュース等では知り得ない事がわかります。福島県に来られた際には是非とも足を

運んでいただきたい場所でした。

その近くにある新しく出来た堤防から見た海の景色は、悲しい思いを抱かせるモノでした。

堤防の下に沿って植えられていた小さな木が、いずれまたくるかもしれない津波の二次被害を防ぐための防砂林だ

と相澤さんから聞いてなにか物悲しくなりました。

福島に来る前に、「見せたい所がある」と聞き、連れて行ってもらった様々な場所 、福島復興のニュースでは知り得

ない今の現状見て、何か考えさせられる事が凄くあり、貴重な経験をさせていただきました。お忙しい中わざわざ案

内してくださった相澤部会長、大変お世話になりありがとうございました。
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